
数学Ｅｓｓａｙ_361 数専ゼミ・山形東原教室

英語の体験学習をどうぞ ００３

Ì 2023.5.23(火)

【中学３年英語】

文型(5) 《主語＋be動詞＋形容詞＋that ～》の文

「英文法」の学習です。

学習する内容は，学校の授業（教科書）に準拠します。

この体験学習では，開隆堂版教科書”Sunshine”の学習項目にそって学習します。

Essay_361では，次の文法項目を学習します。

SUNSHINE ENGLISH COURSE ３

PROGRAM 1 ３ のテーマ 【主語＋be動詞＋形容詞＋that ～】

どんなことを学習するのか（学習内容の概要）

■文の構造

＊afraid, glad, sure, surprised などの感情を表す形容詞のあとに＜that＋主語＋動詞～＞

を続けて，(1) その原因・理由，(2) 具体的な内容 などを表すことができます。

【注意】that はしばしば省略されます。

(1) 「…なので～／…して～」（原因・理由）

I am glad that you like this present.
主語＋be動詞＋形容詞＋that ～

（私はあなたがこのプレゼントを気に入ってくれてうれしい。）

We are surprised Kumi won first prize at the contest.
主語＋be動詞＋形容詞 Óthatが省略されている。

（私たちは久美がそのコンクールで一等賞をとったので驚いています。）

(2) 「…ということを」（具体的な内容）

I am sure that many people will live with a robot.
主語＋be動詞＋形容詞＋that ～

（私は多くの人々がロボットといっしょに暮らすだろうことを確信している。）

I am afraid I have made a mistake.
主語＋be動詞＋形容詞 Óthatが省略されている。

（私はまちがっていないか心配です。）

学習計画

｜メニューへ戻る｜



【１】構文の学習

(1) 《主語＋be動詞＋形容詞＋that ～》の文（その１ 原因・理由）

(2) 《主語＋be動詞＋形容詞＋that ～》の文（その２ 具体的な内容）

それぞれについて，次の５種類の出題形式の問題をやります。

１ 英文和訳 ２ 整序英作文 ３ 和文英訳（構文付） ４ 和文英訳 ５条件英作文

【２】書きかえの学習

ある文を，《主語＋be動詞＋形容詞＋that ～》を用いた文に組み込んで伝える文を作ります。

＊学習の概要

次の文を（ ）内の指示にしたがって書きかえなさい。

(1) It will rain. （「雨が降らないか心配です。」という文に）

(2) Sam will leave Japan tomorrow.
（「私たちはサムが明日日本を去るので悲しい。」という文に）

［答 案］

(1) I am afraid that it will rain.
(2) We are sad that Sam will leave Japan tomorrow.

★

■ 主語＋be動詞＋形容詞＋that ～

I am afraid that it will rain.
afraidは「心配な」という形容詞なので，述語として使うときには，必ずｂｅ動詞

を前につけて使います。

(例)She is beautiful. He is kind to everyone.
be動詞＋形容詞 be動詞＋形容詞

差し込む文の文頭の大文字は，普通名詞や代名詞のときは小文字にかわります。

この文では，It は it になっています。

(2) で差し込んだSam が大文字のままなのは，Sam が固有名詞だからです。

„„„

文型(5) 【主語＋be動詞＋形容詞＋that ～】

体験学習

★スマホの機種によっては，体験学習へのリンクができないものがあります。その場合には，ＰＣでご覧下さい★

■演習問題は，数専ゼミ・山形・東原教室で個人指導を受けることができます■

■中学３年英語・文型(5) 【主語＋be動詞＋形容詞＋that ～】 ★ 学習計画書 ★

（ブラウザのバック矢印でこの文書に戻ることができます。）
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